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将来火星ローバミッションの科学目標
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将来火星探査が目指す重要な科学テーマとして我々はローバによる地質調査を提案する．これま
での軌道上からの，あるいは複数の着陸点での観測から，火星は多様性に富む天体であり，複雑
な物理，化学過程が表層の地質に影響を与え続けてきたことが明らかとなっている．火星史の全
体像を把握するためには，個々の着陸地点についても，物理的，化学的，地質学的に多元的な視
点から観測研究を行わなければならない．
多様で複雑な火星表層環境の探査には二通りのアプローチがあり得る．多地点着陸とローバ探査
である．地質調査の観点から考えれば，前者は多種多様な岩石種のバリエーションを収集するの
に適しており，後者は素性の似通った一連の観測対象のトレンド（変遷）を調査することで複雑
性を解明することに役立つ．観察対象は堆積岩と火山岩に大別され，それぞれ異なる科学目標が
設定されなければならない．日本の火星探査が欧米の後塵を拝している現状においては，ローバ
による火山岩調査は独自性と国際貢献度の高い選択である．
火山岩調査の主たる科学目標は鉱物・元素組成を多地点でその場観察することである．主成分と
副成分，さらに揮発性成分を定量分析することでマグマの分化トレンドを解明することがフルサ
クセス基準である．分化トレンドに加えて初生メルト組成が推定可能となれば大変科学的価値が
高いが，容易ではない（エクストラサクセス）．最悪でも着陸点近傍での火山岩組成バリエーシ
ョンを明らかにしたい（ミニマムサクセス）．
着陸候補地点は，堆積岩調査の場合にはNili Fossaeや高地・低地の境界付近を提案する．火山岩
調査の場合には後期Noachian～前期Hesperianに形成された古い溶岩平原（または溶岩流）上
で，直径10 km程度の若い衝突クレーターのイジェクタブランケットへの着陸が最も望ましい．
現在，ローバに搭載を検討している科学観測機器は(i)双眼立体視カメラ用液晶波長可変フィル
タ，(ii)マクロ分光カメラ，(iii) LIBS，(iv) XRDF，(v) QMS，(vi)磁力計である．ローバよる広
範囲（1 km～10 km）にわたる岩石産状・形態・組織の確認，鉱物種の同定，岩石組成の測定に
よって，火星表層環境の変遷と火星内部進化を理解するための基礎データが得られる．ひいては
火星の気候変動・進化史の解明が期待される．



キーワード:火星探査,ローバ

Keywords: Mars exploration, Rover


